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３
月
26
日
、
登
別
温
泉
浄
水
場
で
完
成
記
念
式

典
お
よ
び
施
設
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
か
ら
３
カ

年
を
か
け
て
更
新
工
事
を
進
め
て
い
た
本
浄
水
場

は
、
地
上
２
階
、
地
下
２
階
建
て
で
、
原
水
と
な

る
の
は
ク
ス
リ
サ
ン
ベ
ツ
川
。
市
内
約
３
割
の
家

庭
に
水
を
供
給
し
ま
す
。

　
安
定
的
に
安
全
・
安
心
な
水
を
供
給
す
る
た
め
、

最
新
の
ろ
過
シ
ス
テ
ム
や
独
自
の
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス

テ
ム
を
導
入
。
自
動
運
転
に
よ
る
施
設
の
無
人
化

も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、

信
頼
さ
れ
る
水
の
供
給
を
目
指
し
ま
す
。

　
４
月
９
日
、
登
別
小
学
校
で
『
新
入
学
児
童
に

対
す
る
交
通
安
全
啓
発
運
動
』
（
登
別
市
・
登
別

交
通
安
全
協
会
共
催
）
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
新
１
年
生
が
交
通
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
啓
発

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
入
学
式
に
合
わ
せ
て
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
啓
発
運
動
に
は
約
30
人
が
参
加
。
参
加

者
は
、
登
校
し
た
児
童
一
人
一
人
に
、
こ
れ
か
ら

安
全
に
登
下
校
が
で
き
る
よ
う
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ

ー
や
文
房
具
類
の
学
用
品
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

の
啓
発
グ
ッ
ズ
を
手
渡
し
、
交
通
安
全
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

　
４
月
９
日
、
石
川
県
輪
島
市
と
珠
洲
市
の
両
市

へ
の
災
害
派
遣
か
ら
帰
庁
し
た
職
員
が
市
長
へ
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　
職
員
は
、
罹
災
証
明
書
の
発
行
や
公
費
解
体
に

係
る
受
け
付
け
な
ど
派
遣
先
で
の
業
務
内
容
に
つ

い
て
報
告
。
ま
た
、
水
道
や
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
が
手
付
か
ず
の
も
の
が
多
く
、
い
ま
だ
復
興
が

進
ん
で
い
な
い
被
災
地
の
現
状
に
つ
い
て
も
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
に
輪
島
市
へ
２
回
、
２
人
の

職
員
を
派
遣
し
て
お
り
今
回
は
輪
島
市
へ
１
人
、

珠
洲
市
へ
２
人
の
職
員
を
派
遣
。
珠
洲
市
へ
の
派

遣
は
今
回
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
水
づ
く
り

ま
も
ろ
う
！

交
通
ル
ー
ル

被
災
地
の
状
況
を
報
告

▲施設内を見学する参加者

▲交通安全を呼び掛ける参加者と新１年生

▲４月１日に開園した『もみの木こども園』

▲市長へ報告をする職員

　３月27日、市内で初の幼保連携型認定こども園
『もみの木こども園』の園舎が完成したことから、
４月１日の開園に先立ち内覧会が行われました。
　園は『あいさつができる子ども』『あそびがだい
すきな子ども』『おもいやりのある子ども』『よく
かんがえる子ども』の４つの教育目標を掲げ、園内
は、天井の高いホールや子どもの目線に合った背の
低いトイレなどを備え、子どもたちがすくすくと育
つことのできる環境が整備されていました。

『もみの木こども園』内覧会
もみの木のように伸び伸びと
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